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有限有限有限有限会社会社会社会社 るるるるシオールファームシオールファームシオールファームシオールファーム（（（（滋賀県甲賀市水口町滋賀県甲賀市水口町滋賀県甲賀市水口町滋賀県甲賀市水口町））））

 設立 平成6年6月 経営形態 有限会社

 代表 今井 敏

 役員 5名（女性1名）

 従事者 9名（女性4名）

 パート 3名（女性3名）

 従事者数計 16名

 資本金 1,995万円

 売上高 1億7,000万円／平成29年4月期

 生産品目 水稲、露地野菜（トマト、きゅうり等）

施設野菜(いちご等）、花卉類

 生産規模：105ha

 その他経営内容：有限会社共同ファーム

人気のドレッシングシリーズ

現在は、水稲の他、露地野菜、施設野菜の生産・販売
を⾏っている。

直売所では、コメや新鮮な野菜以外にも加工品も目
⽴つ。平成27年、平成28年にモンドセレクション⾦
賞を受賞した⽟ねぎドレッシングを⽪切りに、おかき、
ポン菓子等の加工品を製造・販売している。これらの
加工品は利益を出す商品と⼈を呼ぶ商品とを意識して
分けて作っており、それぞれの商品を分類することで
ポジションが被らず、しっかりした利益と集客が可能
になっている。

⼥性のスタッフも、とても元気に働いている。るシ
オールファームには8名の⼥性が働いているが、うち2
名は野菜ソムリエの資格を持っており、生産者の目線
だけでなく消費者の目線からでも「美味しい」と思う
ような農産物、「うれしい」や「欲しい」と思う商品
つくりを⾏っている。

これまでの歩みとこれからの戦略
るシオールファームは、先代の徳地好雄氏が昭和44

年に就農、農作業の受託を始めることでスタートを切
り、平成6年に有限会社るシオールファームを設⽴し
た。現在2代目となる今井敏氏はもともと他業種から
入ってきた非農家出身者である。

今井氏が就農した平成5年頃は、⽞⽶やもち⽶の卸
価格が現在の倍以上ではあったが、「この価格を将来
的に維持することは難しいだろう」と考え、⽶の販売
以外でも利益をだせるような仕組みを模索した結果、
出荷調整のために所有している田んぼの一部を利⽤し、
同業他社の地域後継者を集め、⼩⻨や大豆を中心に生
産をする会社として「有限会社共同ファーム」を平成
10年に設⽴、代表取締役に就任している。

共同ファームでは⼩⻨、大豆中心の独⽴採算制を
とっており、他農家との共同作業と集中した適期作業
で、生産性と利益を追求している。

今井社⻑が、平成20年に「るシオールファーム」の
代表取締役に就任してからは、少しでも⽶価の値段を
上げるために直売所の運営を開始した。それまで水稲
はほぼＪＡに出荷するだけであったが、「他の野菜、
果樹のように、生産だけでなく、販売することがゴー
ルとなるようにする必要がある」そう考えた今井社⻑
は、⽶を直売所で販売するだけでは単価は上がるが、
客数が伸びないことを懸念、集客のために単価の安い
⼈参やトマトなどの生産を⾏ったのがきっかけとして、
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Ⅱ キャリアアップ導入支援経営体の事例
有限会社 るシオールファーム（滋賀県甲賀市水口町）

現在、るシオールファームの売上規模は、約1億
7,000万円で、安定しながらも着実に売上げを伸ばし
ている。また、堅調な直売所には、更なる売上向上の
方策として、直売所に併設するレストランを平成30年
4月にオープンするが、この直売所併設型レストラン
では、１週間に２つの違う表情でサービス展開するな
どの工夫を模索している。

平日のランチでは、自社の⽶に合うおかずを中心に
提供を⾏う。これにより自社で作る⽶の味をしっかり
感じてもらい、おいしいと思ってもらうことで、自社
のコメのＰＲをしっかりと⾏える。

その上で、祝日や土日にはこだわりの野菜をじっく
り味わい、野菜ソムリエが丁寧に接客し、顧客に対し
て本物を⾒分ける⼒をつけてもらう。この工夫により
自社の製品の良さ、品質の⾼さを知ってもらい、併設
している直売所での売り上げをさらに向上させる狙い
である。

5年後には、レストラン、直売所をしっかり経営し
すべての農作物を直接販売できるようにしていくこと
を目指している。そのためには、味で、るシオール
ファームをブランディング化していきたいと考えてい
る。今井氏は、「ねぎ１本を食べてもらっても、他所
のねぎと違い、しっかりした味があると噂になるよう
に作っていきたい。そのためには、農作物の味や質を、
向上させる施肥や土壌に関しての知識や技も研鑽して
いくつもりです」という。

戦略に基づくキャリアアップの考え方
るシオールファームの⼈的な⻑所は、現場を⽀える

⼈材がとても若く26歳の⼥性が一番上で、19歳まで
で6⼈いることにある。26歳の上が水稲を担当してい
る36歳の常務であり、⻑期的にしっかりとした教育、
指導が可能となっている。

同社では、レストラン部門の管理スタッフに対して、
県の施策を利⽤し、同県他地区のＪＡが経営、運営し
ているファーマーズレストランで座学等を含めた実地
の外部研修を受けさせている。今後、レストラン部門
で雇⽤したスタッフ3名に対しても研修を受けさせ、
同部門の独⽴採算制での経営を目指していく。

生産部門は、水稲部門と野菜部門に分かれており、
生産目標や計画は、各現場のスタッフが上司と相談し
作成、業務に取り組んでいる。また、近隣にある種苗
会社が経営する農業の専門学校にスタッフ2名を通わ
せて、野菜の細かい知識や最先端の知識を勉強させた
り、他農家の息子を就農させたりしており、情報交換
も積極的に⾏っている。

現在、種苗会社が経営する専門学校に⾏かせている
スタッフの2名については、卒業後にどのような農作
物を作りたいかを事前にヒアリングし、その農作物を
生産計画に入れるなど、現在いるスタッフがやりたい
ことにも耳を傾け、自社の進むべき方向に沿いながら
⼈材育成のために、工夫した幅の広い⼈材育成方法を
とっている。

また、多角化経営していく中で、経営陣が多忙に
なっていくので、より短い時間で丁寧に指導できるよ
う、ティーチングやコーチングの技術を取得するとと
もに、スタッフには、研修の機会や研修の情報を共有
して、スタッフが自主的に参加したい研修には、参加
できるようにシフト調整なども⾏っている。

⼈材育成に際しては、コミュニケーションを積極的
に図るコミュニケーション型⼈材育成を⾏っており、
⼈事評価は社⻑とその担当部門⻑が（野菜は副社⻑、
水稲は常務が担当）相談して評価を⾏っている。給与
体系も他の農業を営む会社に比べ⾼く設定し、さらに、
生産計画にある目標売上を超えると、その超えた分は
スタッフに還元する工夫を⾏っている。

本社の外観

米の収穫風景
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取得し、研修等に参加して不⾜しているところを補う
必要がある。

課題の解決方策
現在の課題を、大きく以下の２つの項目に整理し、

各々の解決方策の提⽰を⾏った。

(1) スタッフ主導のコミュニケーション

○業務内で仕事以外の会話を通じてコミュニケーショ
ンを図る。
スタッフ同士の会話は、最初は仕事の内容が中心だ

が、日常会話をしていくようになると潤滑に回ってい
くため、経営陣としては会話のしやすい環境作りに注
⼒した。野菜部門は複数⼈が、同時に終日その仕事を
することがあり、コミュニケーションをとるチャンス
が増えるので、スタッフ間の仲が全体的に良くなる傾
向にある。

○スタッフ間での懇親会や意⾒交換会を⾏う。
経営者がはじめのうちは、スタッフに懇親会を開く

と言って連れていき、そのうち、その会場の手配やそ
の他準備をスタッフの子に任せていく。任せていく事
を段階的に踏むことで、現在は、スタッフ間での懇親
会や意⾒交換会を月に1度くらいのペースで⾏うよう
になった。

○経営陣の介入が必要な時には介入する
解決しない問題が起こった場合は、経営陣が介入し、

問題を解決する。また、その解決方法を伝えて、今後
につなげていく。そのほか、休憩を経営者も同時のタ
イミングで取るようにし、自由で気軽に発言できる場
を作り、組織内の風通りを良くしている。

(2) 中核⼈材の育成

○研修に参加させる
滋賀県農業会議が⾏う農業法⼈等従業員交流会の

リーダー⼒養成講座に参加させる。これは、5年以上
の中堅社員がリーダー⼒を身につけ、組織⼒向上のた
めの一助になることを目指しており、水稲部門と野菜
部門から各１名を参加させる。

○ＯＪＴとＯＦＦ-ＪＴの使い分けを⾏う
従来はＯＪＴでスタッフに指導を⾏ってきたが、機

械の⾼度化、求められるニーズの⾼さがあり、ＯＪＴ
だけでは指導する時間が⾜りない。そこで、ＯＦＦ-
ＪＴを⾏い、⾼度化した機械の説明やその作業の意図
を明確に伝え、ＯＪＴを⾏った時により深く理解する

⼈材育成や⼈材評価の課題
多角化やキャリアアップの目標に対して、現在同社

が抱えている課題や課題解決に向けた目標を抽出した。

スタッフ間のコミュニケーション
スタッフ間の日ごろのコミュニケーションがあまり

取れていないために、仲が悪いと『あの子と仕事はし
たくない』などのトラブルが発生する。

この状態を解決するために、経営陣が間に入り、コ
ミュニケーションをとろうとしたが、あまりうまく
いっていない。また、仲の良い者同士を組ませると一
⼈で出来ていた仕事がもたれあいの関係になってしま
い、生産効率が落ちることもある。
➡ スタッフ間でお互いを認めて、円滑にコミュニケー
ションを図り仕事の効率化を⾏う必要がある。

スタッフの年齢
スタッフの年齢は19歳から26歳までの男⼥が6⼈が

おり、生産を⾏っているが、就農して1〜5年目の若い
スタッフが多く、知識や経験がまだ浅いため、何か問
題が起こると、⼈に頼ることができなかったり、責任
逃れをする場合がある。
➡ 一⼈一⼈が自分の仕事を明確に認識し、知識や経験
を確実につんでもらう必要がある。

部門リーダーの不在
部門を管理する経営者はいるが、生産に関して自分

も動きながら工程を⾒て指⽰できるリーダー的⽴ち位
置のスタッフがいない。現在、水稲部門と野菜部門そ
れぞれに関与する経営陣がいるが、その下に就く中核
となる⼈材がおらず、全員が横一線となっている。

今後の経営展望からいうと、すぐにでもリーダーを
作りたいところだが、スタッフ自身の資質、知識量、
経験値を鑑み、リーダーに成⻑する⼈材の選定を⾏っ
ている。
➡ リーダーは、生産に関する知識を有し、自分も動き
ながら工程をみて指⽰を的確にできることに加え、仕
事の配分や効率化が図れる能⼒を⾼める必要がある。

新規事業のノウハウ
平成30年4月から直売所併設型の飲食店経営を⾏う

が、飲食店運営でのノウハウは持っていない。
➡ 現在、実地研修で勉強させてはいるが、今後は専門
のスタッフを雇⽤したり、飲食店でのコンセプトを
しっかりと持ち、商品づくりを通して少しずつ知識を
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Ⅱ キャリアアップ導入支援経営体の事例
有限会社 るシオールファーム（滋賀県甲賀市水口町）

有限会社るシオールファームが考えるこれからの法人経営と雇用就農者のキャリアアップの課題と解決方策（見える化シート）

方法を⾏っていく。

○目標管理を⾏う
今回の事業のキャリアアップカルテを使⽤して、本

⼈と会話することで、新たな角度からスタッフを⾒る
ことができた。今後、カルテを使⽤し、理解度や今後
の方向性、目標などを相互に共有していく。

キャリアアップ計画作成のポイント
本事例の中で今井社⻑が一番注⼒したのは、中核⼈

材の育成である。⼈材を適正に把握して、適正に育成
することで、適した部門への配置が可能となる。

さらに、次に雇⽤する⼈材も、より教育や指導が⾏
いやすくなる。今回はキャリアアップ計画を作るにあ
たり、中核にしていきたい⼈材を選び、仕事に対する
態度等の基本⾏動評価をチェックシートにまとめ、本
⼈と上司にそれぞれ5段階で評価をおこなった。その
結果をまとめて本⼈に返すことで、⾜りている部分を
伸ばすこと、また⾜りていない部分をどのように直し
ていくかをヒアリングを⾏った。

また、この1年間で⾏ってきたことや今後どのよう

に成⻑していきたいかなどの設問を設定したキャリア
カルテを作成し、本⼈に記載させることを通じて、自
分の強みを再度確認させるとともに、部門⻑が確認し
て、能⼒を向上させるためのスキルアップ研修などに
使うことやコミュニケーションツールとして利⽤する。

このカルテを毎年作成させて、今後の振り返りや更
なる組織作りの道具として活⽤することを目指すこと
となった。

計画導入の波及可能性
今井社⻑は、自分たちが現場で農業を⾏っていた頃

と現在とは環境や育ち方が違うため、若いスタッフを
成⻑させるために、今後は『こころ』に対してのアプ
ローチが最も重要だと考えている。

今回の事業を通じて得られたキャリアアップの知識
とともに、「こころ」を重要視した組織つくりと⼈材
育成を進め、次年度以降は中核になるリーダーの育成
プランをつくり、その成功体験をもって、さらなる経
営基盤の充実を図っていく考えである。

文責︓岡田 孝幸 株式会社いのさん農園


